
（平成２６年６月作成）

事務事業シート（実施計画事前基礎シート）
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

①+②総事業費

（中事業名）※予算書事業名

情報公開推進事業
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主な事業の
実績・計画

≪事業内容≫
情報公開制度の運用、
情報公開審査会運営
審査会の開催実績　5回

≪事業費≫
委員報酬等 　　  237千円

≪事業内容≫
情報公開制度の運用
情報公開審査会運営
審査会の開催予定　5回

≪事業費≫
委員報酬等 　　  260千円

会計区分

一般会計

総務費

総務管理費

・情報公開制度の運用（資料の閲覧・公文書公開申請
事務等）
・情報公開審査会の運営

H.27年度(事業計画) H.28年度(事業計画)

情報公開の推進

重点施策コード

総
合
計
画

政 策 新しい時代を拓く自立と協働による地域経営

基本政策 協働のまちづくり

開かれた市政

小 施 策

担当室名 室長名

(H.26)No.

情報公開推進事業

H.25年度（事業量・取組実績） H.26年度（事業量・取組計画）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

施 策

6017

市民部 総合窓口センター 山田　　喜弘

事務事業名

担当部局名

6017 (H.25)No.

事業コード 024301

H.26年度(作成時予算額)H.25年度（決算見込）

２７年度の事務分掌等の見直しに向け検討。

考察（H.25年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）

①直接事業費

（小事業名）

情報公開推進費 情報公開推進事業

H.29年度(計画予算)H.28年度(計画予算)H.27年度(計画予算)

事業目的（めざす効果）

　行政情報の積極的な公開と提供を進め、行政の透明
性を高め、市民に対する説明責任を果たす。

事業内容

H.29年度(事業計画)

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

該当しない

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

審査会開催前に会長と事務局の連絡を密にすることにより、複数年に
わたった懸案事項がすべて終結した。
委員は、情報政策室所管の個人情報審査会の委員を兼ねているた
め、審査会の日程調整が困難。兼職の見直し、事務の一元化等によ
る対策が必要。

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

不服申し立てに対する情報公開審査会の審査結果で妥当であるとさ
れるケースが大半を占めており、行政の開示・非開示判断の適正度
は高い。

事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ｂ（いずれかの施策指標達成に貢献又は基本方針達成に貢献）

審査会事務局職員には法的専門性が求められるため、専門性を有する職員を配置すること
により、効率的・効果的な開催に努める。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（現行）


